
「より効果的な学びを展開したい！」「先進的な教育渇望を知りたい！」という方に、この講座では、

まず兵庨県が取り組んでいる環境学習や環境教育を概観するとともに、“校庩改善”“食育”“情報”と

いった３つの視点から、これまでのみなさんの活動をより豊かにするための知識や技術、効果的な方法

などを提案しました。 
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▼ 講座の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 ▼ 講座の内容 

 

   

 

 

 

 

平成２２年度兵庨県立大学公開講座 

現場で使える！環境学習・教育 

～校庩改善、食育、情報の観点から～ 
実施日:平成２２年８月３日、１０日 

時間：１０：００～１５：３０ 

 

８月３日（火） １０：００～１２：００ 体験を豊かにする校庩・園庩改善      

                       亀山秀郎（学校法人七松学園神戸鹿の子幼稚園副園長） 

                       廣田編子（三田市有馬富士自然学習センター指導員） 

         １３：３０～１５：３０ ひょうごの環境学習・教育について 

                       明山 修（兵庨県立尼崎小田高等学校校長） 

                       中瀬 勲（兵庨県立大学緑環境景観マネジメント研究科長） 

８月１０日（火）１０：００～１２：００ 情報機器を用いた環境学習・教育の最前線 

                       岸田隆博（丹波市教育委員会学校教育部長）  

                       中川 功（ネイチャースケープ代表取締役） 

         １３：３０～１５：３０ 学校における効果的な食育のあり方を探る 

                       増澤康男（兵庨教育大学教授） 

                       平田富士男（兵庨県立大学緑環境景観マネジメント研究科教授） 

          

                  

http://www.u-hyogo.ac.jp/index.html


 

■体験を豊かにする校庭・園庭改善 

講師：亀山秀郎・廣田編子 

亀山先生からは、幼児期の子ども達に効果的な環境学習プログラム、および園庭のあり

方について解説がありました。特にカイコを用いた実践では「生糸から織物をつくること

ができる」「糞を染め物に使う」「カイコの食樹であるクワの実を食べることができる」な

ど、人間の生活とのつながりに展開できる点で、自然の重要性・必要性を感じとることが

できるプログラムであることが示されました。また、子どもの自然体験を豊かにする環境

構成要素として水田がありますが、コメをつくるだけのプログラムが多く、稲藁で草履を

つくるなどの収穫後の体験をより豊かにする方法についても紹介がなされました。 

廣田先生からは、学校ビオトープなどの校庭や園庭の改善について、新規にビオトープ

をつくらずとも、既存の鑑賞池に水草のポットを沈めたり、池の周囲を草地に変えたりす

るなどの取り組みによって、トンボなどの飛来を期待できることが示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ひょうごの環境学習・教育について 

講師：明山 修・中瀬 勲 

明山先生からは、ひょうごの環境学習・教育の体系化プロセスおよび具体的な施策展開

について解説がなされました。特に幼稚園や保育所では「年間を通じての切り口の重要性

（年間を通じてサクラを見続けた時の変化、遠足のルートを毎日一定にするなど）」が、高

等学校では「進路選択に結びつく環境学習」を展開することが重要であるとされ、一方、

課題としては中学校での環境教育および理科教育の取り組みが挙げられました。 

中瀬先生からは「生態系から学ぶこと－みんなつながりあって生きている－」と題し、

今後の環境学習・教育の基本的な考えとして生物多様性について解説がなされました。特

蚕から糸を紡ぎ出す実技体験 



に重要なキーワードは「時間的つながり」と「生物どうしのつながり」でした。また、日

本の共生の概念は八百万の神からくるが、いわゆる生態学でいうところの物理的な共生の

概念とは異なり、精神的な共生の考え方を伝えていくことの重要性が示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■情報機器を用いた環境学習・教育の最前線 

講師：岸田隆博・中川 功 

岸田先生からは、ＧＰＳ搭載携帯電話とＷＥＢ－ＧＩＳとの連動システムやＷＥＢ上で

調べ学習ができる植物図鑑の紹介や、ビオトープシミュレーションゲームの紹介がありま

した。特に、情報教育、環境学習、総合学習の３つの教科を連動させながら、子どもの教

育を支えていくことが重要であることが指摘されました。 

中川先生からは、環境学習のプロセス（すなわち、調査→解析分析→解決策の考案→課

題解決アクション→検証評価→発表といった［手段］→［目的］のプロセスプロセス）を

まず構築すること、そして、そのプロセスに対し、どのような情報機器を用いるとよいか

を検討することの重要性が指摘されました。 

 

 

■学校における効果的な食育のあり方を探る 

講師：増澤康男・平田富士男 

増澤先生からは、食育とは「一回分の料理から、いろいろな物語を紡ぎだすことができ

るようにする」こととされ、具体的には「食事の楽しさや喜び」「成長、栄養」「人とのつ

ながり」「自然の恵み」「生産、流通」「文化としての食べ物」などの物語を展開することが

重要であるとの指摘がありました。さらに具体的な取り組みとして「ふるさと絵屏風（一

昔前のお年寄りに当時の環境と食生活についてヒアリングし、それを絵屏風としてまとめ



たもの）」づくりについても紹介がありました。 

平田先生からは、菜園活動が困難な学校でも簡単に野菜が栽培できるキットの紹介と、

それを用いての実践について紹介がなされました。また、食育基本法についても触れ、子

どもの食に対する適切な判断力、心身の健康の増進、豊かな人間形成に貢献することが重

要であるとの指摘がありました。 

 

 


